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のCoは 2 週間に 1 時間である．それはCoの経験が豊
かであるかどうかに依らない．ある対象者は「経験豊



















































































































































































































































































































































































中島 正雄，小島 奈々恵，中岡 千幸，吉武 清實・ニュージーランドにおけるカウンセラーのスーパーヴィジョンシステム
に基づくことがある．
9.1　専門家としてのスーパーヴィジョンの取り決め
（a）カウンセラーは，適格なスーパーバイザーとの間で
定期的で継続的なスーパーヴィジョンを受けるよう取
り決めるものとする．スーパーバイザーは，NZACの
メンバーか，または，「別の専門家団体であって，その
倫理規範がNZAC全国理事会にとって受入可能なもの
である団体」のメンバー，そのいずれかとする．
（b）スーパーヴィジョンの頻度は，カウンセラーの作業
量に応じるものとし，その経験が関連するものとする．
推奨される指針としては，フルタイムの場合には，カ
ウンセラーが受ける平均スーパーヴィジョンは， 2 週
間あたり 1 時間である．
（c）カウンセラーは，自らに対して権限を有する立場に
ない者からスーパーヴィジョンを受けるようにするべ
きである．
（d）カウンセラーは，自らが持つものとは異なる文化的
な背景を有する者に対して業務を提供するにあたって
役立つように，文化的なコンサルティングを受けるよ
うに努めるべきである．
（e）カウンセラーとスーパーバイザーは，スーパーヴィ
ジョン契約を締結することに共同で責任を負う．この
契約は，定期的に見直すとともに，期限を設定するべ
きである．
9.2　専門家としてのスーパーヴィジョンにおける責任
（a）カウンセラーは，以下の事項について責任を負うも
のとする．自らの業務および自らの個人としての機能
（役割）に関連する側面についてのスーパーヴィジョン
を選択し，活用すること．
（b）スーパーバイザーは，以下の事項について責任を負
うものとする．カウンセラーが，自らの専門家として
の実務を掘り下げて検証し，それに対応するうえでの
サポートを行うこと．カウンセラーが，自らの能力，
安全性，および，実務についての適性をモニターする
うえでサポートを行うこと．カウンセラーの業務につ
いて懸念がある場合には，さらなる行動を起こす前に，
カウンセラー本人にその懸念を開示すること．スーパー
ヴィジョン関係と，カウンセラーとスーパーバイザー
とが有する別の関係との間に境界を維持すること．
（c）カウンセラーとスーパーバイザーは，以下の事項に
ついて共同責任を負う．スーパーヴィジョン関係と，
他の専門家としての関係や個人としての関係とを区別
すること．個人的な懸念についてカウンセリングを受
ける必要がある場合を特定すること
9.3　専門家としてのスーパーヴィジョンにおける能力
（a）スーパーバイザーは，スーパーヴィジョンについて
の専門家教育に積極的に参加するべきである．
（b）スーパーバイザーは，専門家能力としての発達に継
続的に参加するべきである．
（c）スーパーバイザーは，スーパーバイザーとしての自
らの業務について，スーパーヴィジョンを受けるもの
とする．
（d）スーパーバイザーは，自らの能力における限界を考
慮に入れたうえで，適切な場合には，コンサルティン
グおよび紹介を提案するべきである．
